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1. 生きものを支える植物

葉
枝

幹

根

①樹木はどこが成長するのか説明してみよう! ➁木と草の違いは?

木が成長するのは
①根の先端(伸長成長)

➁幹/枝の頂点部(伸長成長)

➂幹の形成層部(肥大成長)
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2. 生きものに必要な水 サントリー次世代環境教育「水育」より

水の循環を分かり易く説明してみよう!
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3. 森が水を貯える

B層

A層

C層

Ao層

岩石が風化してできた母材層

落ち葉や枝が積もった層

落葉・落枝が分解された有機物を多く含む「腐植土」の層

腐植が進んだ細かい土の層

L層 : 落ちたばかりの落葉・落枝の層

F層 : まだ落葉・落枝の形が残っている分解層
H層 : 落葉・落枝の形が分からないくらいに分解された層

軟らかく空気のすき間が多い / 微生物の活動が盛ん
水を通し易い / 植物にとって必要な栄養分を多く含む
木の根が最も多く張り巡らされる

有機物を余り含まず少し硬い土の層で褐色をしている
生物は余りいなくなる/水を通しにくい

岩石が土になる前の有機物を全く含まない層
樹木の根はここまで入ってくる

スポンジ状
土

壌



4. 地球の水量

出典：（公社）全国上下水道コンサルタント協会北海道支部パンフレットより

100,000K㎥
= 1辺46Km
の立方体

==

生きものには水が必要
動物も植物も水がないと体の維持ができない
体を冷やす、血液のほとんどは水90% (水は色々なものを溶かす
栄養物の運搬、酸素の運搬、CO2排出、老廃物の排出)、
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5. 森林の生態系 森林・林業学習館HPより

植物の光合成

6H2O + 6CO2   ---> C6H12O6 + 6O2

水 二酸化炭素 糖 酸素

森林生態系

森林を構成する樹木を中心とした生きものと
自然環境とのやり取りや、そこに住む生き

もの同士の関係などで成り立っている自然の
仕組み

+ 光エネルギー

自然の仕組み(森林の生態系)を分かり易く説明してみよう!

CO2
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生きもの 何を食べているのか? その働きは? 役割

水・空気・太陽の光

葉で自ら栄養物をつくる=光合成

動物に食料を提供

休息・繁殖の場

生産

他の生きものを食べる

植物、他の動物、キノコなど

植物の繁殖を助ける

花粉や種子を運ぶ
生きものの数を調整

消費

動植物の遺体や動物のフン
を栄養にする

枯木・枯葉・死骸/動物の排泄物

自然のゴミを分解再生

植物に栄養素を提供

リサイクル

6. 生きものは何を食べて(栄養にして)生きているか?

自然は生産(植物)→消費(動物)→ ﾘｻｲｸﾙ(菌類)→….と循環している

植物

動物

菌類・微生物
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7. 食物の連鎖 図: HitachiのHPより

自然は生きもののつながりの世界(食う食われる)

(色々な生きものがいて自然の仕組みがバランスしている)

生物の多様性:

①色々な生態系がある 生態系の多様性

➁色々な種類の生きものがいる 種の多様性

➂同種類でも色々な生きものがいる 種内の多様性=遺伝子の多様性

食物の連鎖で生きもののつながりを説明すると子どもたちには分かり易い



8. 森林の働き

9

北海道のHP森林の働きに加筆

森にはどんな働きがあるか具体的に説明してみよう!

温暖化
の防止

①

➁

➂

➃

➄

⑥

⑦

林産物(燃料・食品・医薬・生活材など)

魚つき林:魚貝や海藻の繁殖を助ける

森林の公益的機能として
17種類の保安林があります



9. 森と海はつながっている

森と海の生態系はつながっていることを説明してみよう

海の生きものには森の栄養分(特に鉄分)が必要です



10. この人を知っていますか?

The forest is longing for the sea, the sea is longing for the forest!

畠山重篤
気仙沼でカキ養殖をしてきた/カキじいさんとして有名
「森は海の恋人運動」で森に木を植える活動を続けている



11. さいごに….

地球上の生きものは水と植物(森)によってささえられています。
森がなくなると私たちの暮らしはどうなるでしょうか?

自然の仕組みや森林の役立ちから森の大切さを子どもたちに
分かるように説明してみて下さい


